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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近になって,動物の体づくりにさまざまな分泌性のタンパク質が重要な働きをすることが明らかにさ
れている｡ 脊索動物のホヤ卵は古くから典型的なモザイク卵とされ,その体づくりは主として卵細胞質に
存在する母性因子によって支えられていると考えられてきたが,近年になってホヤ幼生の神経や脊索の分
化にも細胞間相互作用が必須であることが示されている｡ しかしながらその細胞間相互作用の分子的実体
についてはほとんど解析されていなかった｡申請者は本論文において,脊椎動物のパターン形成や神経分
化に関わると考えられているTGF-βスーパーファミリーの一つ骨形成因子 (BMP)ファミリーの遺伝
子に着目し,ホヤ艦におけるBMP遺伝子の発現と機能についての解析を行っており,本論文がホヤにお
ける初めての本格的な解析といえる｡
申請者はまずPCR法を駆使してマボヤから2種類のBMP関連遺伝子HrBMPaとHrBMPbの
cDNAクローンを単離 した｡これらのcDNAクローンから予想されるアミノ酸配列の比較から,
HrBMPaは脊椎動物のBmp-5-8などの遺伝子を含む60Aサブクラスに,またHrBMPbは脊椎動物
のBmp-2/4などの遺伝子を含むDPPサブクラスに属すること,HrBMPaは脊椎動物のBmp-7と,
HrBMPbは脊椎動物のBmp-2/4とよく対応した発現パターンを示し,尾芽肱では正中線に沿った表皮
細胞および神経細胞で発現することを明らかにした｡これらの研究結果は,細胞の系譜が明らかにされて
いるホヤ肱の特徴を十分に生かした明確な結果である｡
申請者はさらに,これらのホヤBMP遺伝子の機能を解析するために,両遺伝子の合成mRNAを受精
卵へ顕微注入し,HrBMPbはゼノパス肱の腹側化を誘導できることを示した｡これは,尾索類ホヤの遺
伝子が脊椎動物ゼノパスでも機能することを示した初めての研究成果である｡HrBMPb遺伝子はこのよ
うにゼノパスの腹側化を誘導できるにも関わらずホヤの中肱葉の分化には関与せず,しかし神経分化を阻
害して表皮細胞分化を誘導する｡このことは,遺伝子の機能がある面で保存されているにも関わらず,別
の局面では尾索類と脊椎動物では異なった働きをすることを示唆する重要な結果である｡ このように申請
者の研究能力は極めて高いと判断された｡
また,主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連した研究分野につい
て議論した際にも申請者の解答は明快であった｡また自身の研究の位置づけも十分なされていると判断し
た｡よってこの論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認めた｡
なお本論文および参考論文に示されている研究業績の他,関連する諸分野について試問を行った結果,
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合格と認めた｡
- 393-
